
事業評価シート（令和４年度実施事業） 

 

事業名 （義務）基本研修 

 
１．事業の整理 （「どのような成果を期待して何をどのように行っているのか」その事業の目的等） 

目的・必要性 
 

基本研修計画書に基づき、経験年数・職務内容に応じて必要となる知識・

技能等を習得させることにより、教職員としての資質・能力の向上を図り、

もって本県教育の充実・発展に寄与する。 

概 要 ① 若年教員研修１年目（小・中・義・特）《４回》 
（養護教諭）《２回》 
（栄養教諭）《３回》 

   ※ 第１回は在籍校でのオンデマンド型研修 
② 若年教員研修２年目（小・中・義・特・養護・栄養）  《１回》 
③ 若年教員研修３年目（小・中・義・特・養護・栄養）  《１回》 
④ 中堅教諭等資質向上研修(小・中・義・特・養護・栄養） 《４回》 
⑤ エキスパート教員研修（小・中・義・特）         《１回》 
⑥ 新任生徒指導主事研修（中・義・特）           《１回》 
⑦ 新任教務主任研修（小・中・義・特）           《１回》 
⑧ 新任校内研修担当者研修（小・中・義・特）        《１回》 
⑨ 新任進路指導主事研修（中・義・特）           《１回》 
⑩ 新任学年主任研修（小・中・義・特）           《１回》 
※すべて半日開催                          計 １０研修 

内容 
(誰がどのように

何をやるのか)  
 

「令和４年度義務基本研修実施要項」に基づき、上記各研修会を次のとお

り実施した。 

・テキスト等の研修資料は各研修主務者及び講義担当者が作成 

・各回の研修は、事前研修としてのオンデマンド研修と組み合わせて集合型

での半日開催 

・オンデマンド研修のための動画コンテンツ及び研修資料をＨＰで配信 

・各研修実施後は、研修内容を今後の教育実践に生かすために、「研修の 

まとめ」としての研修修了アンケートを受講者に実施 
・研修修了アンケートは電子化による対応 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



２－１ 評価指標 （総括的評価を行うに当たり運営基本方針に基づき立てた評価指標） 

方針 具体的方策 達成指標 実績値 

１ 

事
業
の
効
果
的
・
効
率
的
な
運
営
を
実
現
す

る
連
携
・
協
働
の
強
化 

・関係教育機関との定

期的な連携調整の場

の設定 

・若年教員研修の研修修了レポ

ートの内容を教育事務所に

情報提供 
 

〇教育事務所への

提供 10 回（若年

１年目） 

・研修の内容・方法の

適性化を図る協議の

定期開催 

・研修内容の協議【１０研修】 
 

◎全研修において

開催２週間前に

実施 

・ICT 活用等の環境整

備による効果的・効

率的な研修運営 

・受付名簿の電子化及び各教育

事務所とのデータ共有 
◎センターの窓口

を明らかにする

ことにより、教育

事務所との欠席

連絡のやりとり

が効率的になっ

た。 

 
２－２  評価指標 （総括的評価を行うに当たり運営基本方針に基づき立てた評価指標） 

方針 具体的方策 達成指標 実績値 

２ 

事
業
の
継
続
的
な
質
的
向
上
を
実
現
す
る
運
営
シ
ス
テ
ム
の
構
築 

・育成指標に基づいた

研修の企画、実施、

評価 

・育成指標に基づくシラバス

の作成【１０研修】 
◎全研修で作成する

ことができた。 
 

・動画コンテンツ及び

配信資料の作成と活

用による、研修時間

の削減（全研修半日

開催） 
 
 

・動画コンテンツ及び配信資

料の共有（総研修１０研修

のうちすべてで実施） 
・動画コンテンツ及び配信資

料を取り入れた研修の実施

に伴い、研修時間の削減 
（全研修半日開催） 

◎HP による資料の配

信（全研修） 
 
 
 

・ICT 活用等の環境整

備による効果的・効

率的な研修運営 
 
 
 
 

・動画コンテンツ及び配信資

料を活用した研修計画の検

討 
【若年研１年目】 
（動画コンテンツ：７） 
（事前視聴動画及び配信資料：８） 
【若年研２年目】 
（事前視聴動画及び配信資料：３） 
【若年研 3 年目】 
（事前視聴動画及び配信資料：０） 
【中堅研】 
（事前視聴動画及び配信資料：７） 
【エキスパート教員研】 
（事前視聴動画及び配信資料：２） 
【新任主任主事研】 
（事前視聴動画及び配信資料：１） 

〇事前動画及び資料

とつなげた当日の

研修内容の構築 
 
 
 
 
 
 
 



・研修の成果と課題を明

らかにし、改善につな

げるリフレクション

の実施 

・研修後のリフレクションの

実施及びデータによる記録

の保存【１０研修】 
 

〇研修後、リフレクシ

ョンを実施し、次の

研修の運営、内容作

成に活かした。 

・研修対象者による研修

修了レポートの結果

による運営の改善 

・研修修了レポートの確実な

実施と部会員による内容の

共有【１０研修】 

〇レポート内容を踏

まえた運営方法の

改善 

 
２－３ 評価指標 （総括的評価を行うに当たり運営基本方針に基づき立てた評価指標） 

方針 具体的方策 達成指標 実績値 

３ 

事
業
の
成
果
を
周
知
・
普
及
す
る

効
果
的
・
効
率
的
な
広
報
活
動
の
充
実 

・教育センター各事業

の PR や成果物の情

報発信の推進 
 

・研修オリエンテーションで

の資料配布による、各事業

の PR や成果物の情報発信

（全研修） 

◎全研修で PR を行っ

た。 

 

 
・研修の成果還元や内

容の復習が可能な

研修資料等の提供 
 

・各研修で作成、配布した資

料をＨＰにて配信 

 

 

◎全ての研修で、使用

したスライドや演

習シートを HP にて

配信した。 

・サポート・シリーズ

による教育資料の

配信 

・支援部と連携し動画配信を

推進 

（サポート・シリーズ３教科） 

〇サポート・シリーズ

にて教科の研修を

配信（３教科） 

 
３．総括的評価 （評価指標の実績を基に必要性や有効性を総括的に評価） 

方針 方策内容 評価 判断理由 

 
１ 

・関係教育機関との定期的な連

携調整の場の設定 
・研修の内容・方法の適性化を

図る協議の定期開催 
・ICT 活用等の環境整備による

効果的・効率的な研修運営 

４ ・受講者や研修の状況を定期的に各教育事務

所に連絡することで、きめ細やかな対応を

とることができた。 

・動画コンテンツ等を踏まえた上で研修の内

容を作成したため、集合の研修では演習・

協議に特化して研修を行うことができた。 

・受付名簿、研修修了レポートの電子化によ

り業務分担の削減や各教育事務所との欠

席者の情報共有等、効率的な運営を行うこ

とができた。 

 
２ 

・育成指標に基づいた研修の企

画、実施、評価 
・動画コンテンツ及び配信資

料の作成と活用による、研

修時間の削減（全研修半日

開催） 
・ICT 活用等の環境整備によ

る効果的・効率的な研修運

営 
・研修の成果と課題を明らかに

し、改善につなげるリフレク

ションの実施 

４ ・シラバスの作成及びオリエンテーションで

の周知によって、体系的に実施されている

ことの共通理解を図ることができた。 
・研修の内容・方法の協議やリフレクション

を行うことで、研修内容等を実態に合わせ

て更新することができた。 
・修了レポートの内容を共有することで、受

講者のニーズに応じた研修の運営を行う

ことができた。 



・研修対象者による研修修了レ

ポートの結果による運営の

改善 

 
３ 

・教育センター各事業の PR や

成果物の情報発信の推進 
・研修の成果還元や内容の復習

が可能な研修資料等の提供 
・サポート・シリーズによる教

育資料の配信 

３ ・研修の諸連絡で HP 及びインスタの紹介を

行った。また、資料配付も合わせて行うこ

とができた。 
・研修資料の HP での配信は行うことができ

た。 

※［評価］４：妥当 ３：ほぼ妥当 ２：要検討 １：不十分 
 
４．課題・問題点 （以上の自己点検・評価結果から見えてくる課題・問題点） 

方針 方策内容 課題・問題点 

 
１ 

・ICT 活用等の環境整備による

効果的・効率的な研修運営 
【動画コンテンツ等の効果的な活用】 
 事前配信動画、事前配信資料を各関係機関と共有

することや、動画コンテンツ等の集合研修への活用

方法などの充実を図る必要がある。 

 
２ 

・研修の内容・方法の適性化を

図る協議の定期開催 
・研修の成果と課題を明らかに

し、改善につなげるリフレク

ションの実施 

【研修内容の質の向上】 
 改訂された育成指標に基づいて研修内容を充実さ

せる必要がある。そのための方法として、事前打合

せ会の運営の見直しや改善を図る必要がある。 

 

 
３ 

・研修の成果還元や内容の復習

が可能な研修資料等の提供 
・サポート・シリーズによる教

育資料の配信 

【研修内容の還元】 
 令和４年度は、研修で使用したスライド等を HP
に挙げた。次年度以降も継続して行うことが望まし

い。校内での活用がスムーズにできるように、見つ

けやすさ、分かりやすさなどには改善が必要である。 

 

 
５．令和５年度の改善及び進捗状況 
（課題・問題点に対し、令和５年度の事業に反映させた改善点及びその進捗状況） 

方針 方策内容 改善状況 

 
 １ 

・ICT 活用等の環境整備による

効果的・効率的な研修運営 
 事前配信動画及び、事前配信資料が、当日の集合

研修のどの部分に位置づいているのかを、研修概要

シート等で明確にしていく。また、動画コンテンツ

の内容の改善も図っていく。 

 
 ２ 

・研修の内容・方法の適性化を

図る協議の定期開催 
・研修の成果と課題を明らかに

し、改善につなげるリフレク

ションの実施 

 研修内容の質の向上のために、改訂された育成指

標を基にして内容を改善していく。受講者が手にす

る研修テキストに改訂された育成指標を掲載し、共

有を図る。事前打ち合わせ会においては、全員で関

われるグループ協議にするなど、協議の在り方を改

善する。 

 
３ 

・研修の成果還元や内容の復習

が可能な研修資料等の提供 
・サポート・シリーズによる教

育資料の配信 

 HP に掲載する資料を活用できるように、各関係

機関に周知をするとともに、資料の見つけやすさ、

分かりやすさを改善する。また、研修オリエンテー

ションや研修後の諸連絡において、受講者にアナウ

ンスをするなどの広報活動に取り組む。 

 






